
広報紙に掲載された写真を差
し上げています。本人が写って
いる場合に限ります。

問い合わせ　政策課　内線287

町HPでは
最新トピックス
を公開中！

町内でお米の生産も手がける地元企業のトーエイ株式
会社が、森岡西保育園の園児を対象に「お米づくり」から
食について学ぶ食育教室を実施しました。園児たちは紙
芝居や○×クイズでお米ができる過程を学び、教室の最
後には実際にお米の苗をさわったり、玄米と白米を見比
べたりして、普段何気なく食べているお米について理解
を深めました。地元企業と園が連携したこの取組みは、７
月２日～14日に町立保育園４園で実施し、どの園でも子
どもたちの食への興味を育む貴重な体験となりました。

資源リサイクルなどを行う
地元企業による食育教室！７月６日㊊

絶滅危惧種のオニバスに触れるイベントを於大公園で開
催し、普段は池越しに眺めるだけのオニバスの葉やトゲ
に実際に触れてもらいました。丸い葉にびっしりと並んだ
トゲに、子どもたちは「思っていたより痛かった」「針の形が
面白い」と驚いた様子。葉を持って記念撮影を楽しむ姿も見
られました。写真や図鑑だけでは分からない意外な手ざわ
りを体感し、身近な絶滅危惧種を知るきっかけ
になりました。オニバスの生育の様子は、町ホー
ムページで随時紹介しています。

チクチク、痛い！絶滅危惧種
のオニバスに触ってみました８月23日㊐

食について学ぶ「食育体験プログラム」の一環として、株式
会社MEISEIでランプシェードの穴あけ体験が行われました。
摘果ぶどうとプラスチックを混ぜたランプシェードを使い、捨
てられるぶどうが新たな製品に生まれ変わる仕組みを学び
ました。６組の親子が参加し、７人の子どもたちがくまや車、
イニシャルなど好きな絵を型紙に描き、機械で穴をあけてオ
リジナル作品づくりに挑戦！「力加減が難しかった」「思い通り
の柄ができた！」と話してくれました。ライトを灯すと優しい光
がこぼれ、世界に１つだけのランプシェードが完成しました！

摘果ぶどうが生まれ変わる！
ランプシェードづくりを体験８月26日㊌
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編集
後記

スポーツの秋がやってきましたね！皆さんは、9月5日（土）に於大公園で開催された聖火リレーをご覧になりましたか？
私は広報担当として取材をしながら、聖火をランナーがつないでいく姿に胸が熱くなりました…！少しずつ涼しさを感じる
この季節。町では今後、スポーツや文化の秋にぴったりなイベントを予定していますので、ぜひ参加してみてください！（N)

3月8日、らっしくんの3歳の
誕生日ですね。日本に来てか
ら1年以上経って、日本の保
育園も通って、本当にありが
たいです！

アブドゥル ラッシくん
（３歳）

いつもにこにこ笑顔にみんな
癒されています！これからも
すくすく大きく育ってね。

有
ありむら

村 乃
の な

梛ちゃん
（1歳）

二次元コード
から簡単応募！

町ホームページ
「広報ひがしうらスー
パーキッズ募集」から
応募できます。

町では９月を「認知症にやさしいまちひがしうら お
れんじ月間」として、認知症への理解を広める取組
みを進めています。これに先立ち、町、町社会福祉
協議会、イオンモール東浦の共催で認知症啓発イベ
ントを開催しました。会場には複数のブースや体験
コーナーが設けられ、シンボルカラーのオレンジに
染まりました。イオン内約１kmのコースを歩く「お
れんじウォーキング」には35名が参加し、「いつもと
景色が違って新鮮だった」との声も聞かれました。認
知症について知り、考える機会となりました。

アジア・アジアパラ競技大会の運営業務を行うため、
９月６日（日）から10月４日（日）までの約1か月、競技会
場となる東海市民体育館へ職員２名を派遣します。派
遣先ではカバディが開催され、派遣にあたり町役場で
壮行会を開催しました。町長からは「アジア大会の運
営に関わることは貴重な経験です。東浦町としても大
会を支えています。学んだことを今後の町のために役
立ててください。体に気をつけて頑張ってください。」
と激励の言葉が送られました。職員２名は大会運営を
支える一員として、現地で業務にあたります。

９月はおれんじ月間！
認知症啓発イベント

アジア競技大会を応援！
職員を派遣します ８月27日㊍８月27日㊍
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